
平成１７年第３回防府市議会定例会会議録（その５） 

 

○平成１７年９月２９日（木曜日） 

 

○議事日程 

  平成１７年９月２９日（木曜日）    午前１０時 開議 

   １ 開  議 

   ２ 会議録署名議員の指名 

   ３ 認定第 １号 平成１６年度防府市水道事業決算の認定について 

            （水道事業決算特別委員会委員長報告） 

   ４ 議案第７２号 消防事務の受託について 

            （総務委員会委員長報告） 

   ５ 議案第８９号 防府市消防本部及び消防署の設置等に関する条例中改正につい 

            て 

            （総務委員会委員長報告） 

   ６ 議案第９１号 平成１７年度防府市一般会計補正予算（第３号) 

            （各常任委員会委員長報告） 

   ７ 議案第９２号 平成１７年度防府市競輪事業特別会計補正予算（第１号） 

            （総務委員会委員長報告） 

     議案第９３号 平成１７年度防府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

            １号） 

     議案第９５号 平成１７年度防府市駐車場事業特別会計補正予算（第１号） 

     議案第９６号 平成１７年度防府市交通災害共済事業特別会計補正予算（第 

            １号） 

     議案第９７号 平成１７年度防府市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

            （以上教育民生委員会委員長報告） 

     議案第９４号 平成１７年度防府市公共下水道事業特別会計補正予算（第 

            １号） 

            （建設委員会委員長報告） 

   ８ 報告第２９号 平成１６年度防府市一般会計継続費精算報告について 

   ９ 認定第 ２号 平成１６年度決算の認定について 

   10 常任委員会の閉会中の継続調査について 
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   11 議員派遣について 

───────────────────────────────────────── 

○本日の会議に付した事件 

   目次に記載したとおり 

───────────────────────────────────────── 

○出席議員（２９名） 

       １番  今 津 誠 一 君       ２番  伊 藤   央 君 

       ３番  松 村   学 君       ４番  山 下 和 明 君 

       ５番  重 川 恭 年 君       ６番  斉 藤   旭 君 

       ７番  藤 本 和 久 君       ８番  弘 中 正 俊 君 

       ９番  田 中 敏 靖 君      １１番  山 本 久 江 君 

      １２番  横 田 和 雄 君      １３番  平 田 豊 民 君 

      １４番  安 藤 二 郎 君      １５番  藤 野 文 彦 君 

      １６番  三 原 昭 治 君      １７番  髙 砂 朋 子 君 

      １８番  行 重 延 昭 君      １９番  原 田 洋 介 君 

      ２０番  河 杉 憲 二 君      ２１番  河 村 龍 夫 君 

      ２２番  大 村 崇 治 君      ２３番  佐 鹿 博 敏 君 

      ２４番  山 根 祐 二 君      ２５番  田 中 健 次 君 

      ２６番  馬 野 昭 彦 君      ２７番  中 司   実 君 

      ２８番  山 田 如 仙 君      ２９番  深 田 慎 治 君 

      ３０番  久 保 玄 爾 君 

───────────────────────────────────────── 

○欠席議員（１名） 

      １０番  木 村 一 彦 君 

───────────────────────────────────────── 

○説明のため出席した者 

市 長 松 浦 正 人 君  助 役 土 井   章 君

収 入 役 林     甫 君  財 務 部 長 中 村   隆 君

総 務 部 長 嘉 村 悦 男 君  総 務 課 長 岡 本 幸 生 君

生 活 環 境 部 長 三 谷 勇 生 君  産 業 振 興 部 長 桑 原 正 文 君

土 木 都 市 建 設

部 長
金 子 正 幸 君  

土木都市建設部

理 事
藤 本 澄 夫 君
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健 康 福 祉 部 長 山 下 陽 平 君  教 育 長 岡 田 利 雄 君

教 育 次 長 和 田 康 夫 君  水道事業管理者 吉 田 敏 明 君

水 道 局 次 長 井 上 孝 一 君  消 防 長 岡 本 勝 實 君

監 査 委 員 大 木 孝 好 君  監 査 委 員 平 田 豊 民 君

───────────────────────────────────────── 

○事務局職員出席者 

議 会 事 務 局 長 檜 垣 健 次 君  議会事務局次長 徳 冨 健 司 君

───────────────────────────────────────── 

午前１０時 １分 開議 

○議長（久保 玄爾君） 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 欠席の届け出がありました議員は木村議員であります。 

───────────────────────────────────────── 

会議録署名議員の指名 

○議長（久保 玄爾君） 本日の会議録署名議員を御指名申し上げます。１７番、髙砂議

員、１８番、行重議員、御両名にお願い申し上げます。 

 議事日程につきましては、お手元に配付しております日程に基づいて進行したいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

───────────────────────────────────────── 

あいさつ 

○議長（久保 玄爾君） この際、さきの本会議において防府市教育委員会委員に選任さ

れました鈴木・子氏のごあいさつを受けます。 

〔教育委員会委員 鈴木 ・子君 登壇〕 

○教育委員会委員（鈴木 ・子君） おはようございます。このたび皆様の御賛同をいた

だきまして、本市教育委員に再任いただきました鈴木・子でございます。貴重なお時間を

いただきまして、一言ごあいさつを申し上げます。 

 教育は今、学校教育、そして、その延長線上にある生涯学習、それぞれに課題が山積し

ておりますものの、未来に明るい展望を開くのも、また教育の力であると信じております。 

 教育委員会の担うべき責務の重さを自覚し、皆様方の御指導をいただきながら、職責を

全うしてまいりたいと思います。どうぞよろしくお願い申し上げます。（拍手） 

───────────────────────────────────────── 

○議長（久保 玄爾君） ここで行重議員より会議規則第６３条の規定により発言の一部

を取り消したい旨の申し出がございましたので、発言を許します。１８番。 
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○１８番（行重 延昭君） 去る９月１５日の私の一般質問における有害鳥獣の捕獲に対

する補助金支出の件につきましては、一部不透明な情報をもとに全体をとらえた質問をい

たしました。私といたしましては、市の補助金支出が適正に支出されているのかの確認の

質問のつもりでありましたが、このことにより結果的に社団法人山口県猟友会防府支部の

支部長をはじめ会員の皆さんに大変御迷惑をおかけする結果となりました。ここで深くお

わびを申し上げます。 

 なお、このことによりお手元にお配りしております申し出書のとおり、その一部の取り

消しをさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いを申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（久保 玄爾君） お諮りいたします。ただいま行重議員より９月１５日の一般質

問における発言について、その一部を取り消したい旨の申し出がございました。この取り

消しの申し出を許可することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（久保 玄爾君） 御異議ないものと認めます。よって、行重議員からの発言取り

消しの申し出を許可することに決定いたしました。 

 なお、ただいまの行重議員の発言の取り消しにより、桑原産業振興部長の答弁も会議録

から削除いたしますので、御了承お願いいたします。 

  ここで暫時休憩いたします。 

午前１０時 ５分 休憩 

───────────────────────────────────────── 

午前１０時 ６分 開議 

○議長（久保 玄爾君） 休憩を閉じて、会議を再開いたします。 

───────────────────────────────────────── 

認定第１号平成１６年度防府市水道事業決算の認定について 

（水道事業決算特別委員会委員長報告） 

○議長（久保 玄爾君） 認定第１号を議題といたします。本件については水道事業決算

特別委員会に付託されておりましたので、委員長の報告を求めます。２８番、山田特別委

員長。 

〔水道事業決算特別委員長 山田 如仙君 登壇〕 

○２８番（山田 如仙君） 認定第１号平成１６年度防府市水道事業決算の認定につきま

して、去る９月１６日、委員会を開催し、審査をいたしましたので、その経緯と結果につ

いて御報告申し上げます。 
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 本決算につきましては、さきに監査委員から審査意見書が提出されておりますが、委員

会といたしましては、執行部からの参考資料により説明を受け、審査を行ったものでござ

います。 

 初めに、水道事業会計決算について申し上げます。 

 業務量につきましては、年間配水量が４年連続減少したものの、料金収入に直結する有

収水量につきましては、１０年ぶりの猛暑で夏場の使用量が伸びたことにより増加してお

ります。 

 建設改良事業では、山陽自動車道富海パーキングエリア建設に伴い、戸田山地区の配水

施設の整備を進め、主要施設である戸田山配水池が完成しております。また、拡張事業に

おきまして、管網整備や未給水地区等への配水管の布設工事及び老朽配水管の布設替工事

が実施されております。 

 これらの事業等を実施した結果、収益的収支につきましては、１億４，３３３万

１，４４５円の当年度純利益となり、資本的収支については、８億８，９０４万

１，２６５円の収入不足を生じましたが、この不足額は損益勘定留保資金や減債積立金な

どで補てんされております。 

 なお、当年度未処理分利益剰余金のうち、当年度純利益相当額１億４，３３３万

１，４４５円を減債積立金として処分し、残額を翌年度に繰り越すものです。 

 審査の過程における質疑等の主なものといたしまして、「給与状況において市長部局と

水道局職員との間で平均給与を比較した場合、給与に格差があるのはどういうことなのか、

また、特別手当のようなものは何かあるのか」との質疑に対し、「水道局職員の給与につ

きましては、地方公営企業法第３８条第３項に企業職員の給与は、類似の職種の地方公共

団体の職員、それと民間事業の従事者の給与等を考慮して定めなければならない」とされ

ております。 

 給与の決定に当たりましては、過去から労使で決定されたものであることから格差が生

じてきておりますが、諸手当については、本年４月から市長部局とほぼ同様の取り扱いと

なっております。また、企業手当につきましては、本年４月から１万５，０００円に引き

下げており、他市の状況と比較いたしましても平均的なところではございますが、今後と

も適正化に努めたい」との答弁がありました。 

 これに対して「地方公共団体の職員に対しては、非常に厳しい目が向けられており、給

与の格差及び企業手当等のあり方を市民に説明できるよう、もっと改革を推し進めていた

だきたい」との要望がございました。 

 また、「現在、配水管のうち、石綿管はどのくらい残っており、あとどのくらいの期間
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で布設替が終わるのか。また、石綿管の安全性はどうなのか」との質疑に対し、「石綿管

の総延長が６，０９２メートルありまして、平成１６年度では９１５メートル、管の布設

替を行っております。残存路線につきましては、向こう５年程度で解消していきたいと考

えております。また、石綿管の安全性につきましては、基本的には厚生労働省が示してお

りますように、経口摂取に伴う毒性は極めて少なく、水道水中のアスベストの存在量は問

題になるレベルにないとされております。 

 本市水道局におきましては、平成２年から平成５年にかけて、１５回の水道水のアスベ

スト検査を行っております。その結果、平成５年には、水道水１リットル中に繊維の長さ

が１０マイクロメーター以上の石綿繊維が１，７００本ありましたが、アメリカ環境保護

局の見解によりますと、最大の許容量は石綿の繊維が７００万本となっておりますので、

当市の水の許容量以下であり、水質は安全であると判断しております」との答弁がありま

した。 

 次に「建設改良積立金が１０億円あるが、この積立金の考え方は水需要がふえたときに

人丸水源地を改良するための積立金だと思うが、節水型社会により水の需要が減少してい

る中で、積立金の使途については今後どのような考え方を持っているのか」との質疑に対

し、「当初は浄水場をつくる計画で積み立てられたものですが、老朽化した人丸水源地を

改良する資金として使用したいと考えております」との答弁がありました。 

 次に、工業用水道事業会計決算について申し上げます。 

 収益的収支につきましては、１，９７２万９，６０８円の当年度純利益となり、資本的

収支につきましては３，６１７万６，９２４円の収入不足を生じましたが、この不足額は

減債積立金で補てんされております。なお、当年度未処分利益剰余金のうち、１００万円

を法定利益積立金として処分し、残額を翌年度に繰り越すものです。 

 工業用水道事業会計決算につきましては、執行部の説明を了とし、御報告申し上げる事

項はございませんでした。 

 審査を尽くしましたところで、認定についてお諮りいたしましたところ、全員異議なく

原案のとおり承認した次第でございます。 

 以上、御報告申し上げますので、よろしく御審議のほどお願いいたします。 

○議長（久保 玄爾君） ただいまの委員長報告に対する質疑を求めます。 

〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（久保 玄爾君） 質疑を終結して討論を求めます。２５番。 

○２５番（田中 健次君） 最近、消費税率を２けたに引き上げることも言われ始めてお

りますが、憲法の言う応能負担原則が租税制度のあり方のみならず、地方自治体の中でも
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貫かなければならないと考えております。その点で消費税を使用料等に上乗せすることは

問題があり、賛成しがたい旨、態度表明いたします。 

○議長（久保 玄爾君） 討論を終結してお諮りいたします。本件については、反対の意

見もありますので、起立による採決といたします。認定第１号については、水道事業決算

特別委員長の報告のとおり、これを認定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者 起立〕 

○議長（久保 玄爾君） 起立多数でございます。よって、認定第１号については、原案

のとおり認定することに決しました。 

───────────────────────────────────────── 

議案第７２号消防事務の受託について 

（総務委員長報告） 

○議長（久保 玄爾君） 議案第７２号を議題といたします。本案については総務委員会

に付託されておりましたので、総務委員長の報告を求めます。２０番、河杉議員。 

〔総務常任委員長 河杉 憲二君 登壇〕 

○２０番（河杉 憲二君） ただいま議題となっております議案第７２号消防事務の受託

につきまして、去る９月２１日委員会を開催し、審査いたしましたので、その経緯と結果

について御報告申し上げます。 

 本案は、山口市、徳地町、秋穂町、小郡町及び阿知須町が合併し、その区域をもって山

口市が設置されることに伴い、本年１０月１日から山口市の徳地及び秋穂区域内の消防事

務を受託するため、上程されたものでございます。 

 審査の過程における質疑等の主なものを申し上げますと「受託する消防事務の範囲はど

うか」との質疑に対して「消防団、水利施設の設置、維持及び管理並びに水防に関する事

務を除く、火災、救急救助、予防業務並びに危険物を取り扱う製造所等の設置、変更、許

可を取り扱います」との答弁でございました。 

 また「受託の期間はどう考えるのか」との質疑に対して「受託の期間については、当分

の間とし、山口市の人員の配備体制や通信等の設備面などで調整がつくまでの期間といた

しております」との答弁でございました。 

 審査を尽くしたところでお諮りいたしましたところ、全員異議なく、原案のとおり承認

した次第でございます。よろしく御審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（久保 玄爾君） ただいまの委員長報告に対する質疑を求めます。 

〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（久保 玄爾君） 質疑を終結して討論を求めます。 
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〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（久保 玄爾君） 討論を終結してお諮りいたします。本案については、委員長報

告のとおりこれを可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（久保 玄爾君） 御異議ないものと認めます。よって、議案第７２号については、

原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────── 

議案第８９号防府市消防本部及び消防署の設置等に関する条例中改正について 

（総務委員会委員長報告） 

○議長（久保 玄爾君） 議案第８９号を議題といたします。本案については総務委員会

に付託されておりましたので、総務委員長の報告を求めます。２０番、河杉議員。 

〔総務常任委員長 河杉 憲二君 登壇〕 

○２０番（河杉 憲二君） ただいま議題となっております議案第８９号防府市消防本部

及び消防署の設置等に関する条例中改正につきまして、去る９月２１日委員会を開催し、

審査いたしましたので、その経緯と結果について御報告申し上げます。 

 本案は、本年１０月１日から山口市の徳地及び秋穂区域内の消防事務を受託することに

伴う消防署の管轄区域の一部改正及び消防組織法の改正に伴い、条文を整備するために上

程されたものでございます。 

 委員会といたしましては、特に御報告申し上げる質疑もなく、執行部の説明を了とし、

全員異議なく原案のとおり承認した次第でございます。 

 以上、御報告申し上げますので、よろしく御審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（久保 玄爾君） ただいまの委員長報告に対する質疑を求めます。 

〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（久保 玄爾君） 質疑を終結して討論を求めます。 

〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（久保 玄爾君） 討論を終結してお諮りいたします。本案については、委員長報

告のとおりこれを可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（久保 玄爾君） 御異議ないものと認めます。よって、議案第８９号については、

原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────── 

議案第９１号平成１７年度防府市一般会計補正予算（第３号） 
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（各常任委員会委員長報告） 

○議長（久保 玄爾君） 議案第９１号を議題といたします。本案については各常任委員

会に付託されておりましたので、まず総務委員長の報告を求めます。２０番、河杉議員。 

〔総務常任委員長 河杉 憲二君 登壇〕 

○２０番（河杉 憲二君） さきの本会議におきまして、各常任委員会に付託となりまし

た議案第９１号平成１７年度防府市一般会計補正予算（第３号）中、総務委員会所管事項

について、去る９月２１日、委員会を開催し、審査いたしましたので、その経緯と結果に

ついて御報告申し上げます。 

 今回の補正内容の主なものといたしまして、歳入面では、普通交付税の確定に伴う地方

交付税の差額を計上し、県補助金として元気な島づくりサポート事業費補助金、また、国

際交流基金繰入金と平成１６年度の決算額が確定したことに伴い、繰越金の６月議会で補

正した額との差額を増額補正したもの等でございます。 

 歳出面では、災害時にコミュニティＦＭを活用して市民に災害情報の提供を行うため、

コミュニティＦＭが設置する緊急割り込み装置や自家発電装置の経費等に対する負担金及

び補助金、県の補助金を受けて野島コミュニティ施設をバリアフリー化するための経費、

また、姉妹都市・大韓民国春川市からの交歓陸上競技大会、市民応援団の受け入れ事業に

要する経費等を計上しているものでございます。 

 審査の過程における質疑等の主なものを申し上げますと、「地方交付税が減額となった

主な要因は何か」との質疑に対し、「法人市民税の増が主な要因で、県内でも事業所が多

い市では減額になっているのが現状でございます」との答弁がございました。 

 次に「野島コミュニティ施設のバリアフリー化について、事業の概要はどうか」との質

疑に対し「エレベーターの設置と玄関をスロープにし、２階女子トイレの一部改修を考え

ています。エレベーターは大会議室が２階にあるという特殊性と高齢化率が高いことから

設置を考えたものでございます」との答弁がございました。 

 また、「春川市の市民応援団との市民交流事業の内容はどうか」との質疑に対し「小学

生の合唱、子ども人形劇、壮年のサッカー、バドミントン、写真等の文化芸術交流と陸上

競技大会を予定しています」との答弁がございました。 

 また、関連して「交流事業において、状況に左右されない友好な親善関係を築き、継続

するために、交流事業のあり方、進め方を再検討していただきたい」との要望がございま

した。 

 審査を尽くしたところでお諮りいたしましたところ、全員異議なく、原案のとおり承認

した次第でございます。よろしく御審議のほどお願い申し上げます。 
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○議長（久保 玄爾君） 次に、教育民生委員長の報告を求めます。１５番、藤野議員。 

〔教育民生常任委員長 藤野 文彦君 登壇〕 

○１５番（藤野 文彦君） さきの本会議におきまして、教育民生委員会に付託となりま

した議案第９１号平成１７年度防府市一般会計補正予算（第３号）中、教育民生委員会所

管事項につきまして、去る９月２２日、委員会を開催し、審査いたしましたので、その経

緯と結果について御報告申し上げます。 

 今回の補正の主なものといたしまして、歳入につきましては、補助事業等の補正に伴い、

国・県支出金が計上されているもの、及び平成１６年度事業の精算に伴う過年度収入が雑

入に計上されているもの等でございます。 

 次に、歳出につきまして、まず、民生費では、老人福祉費において、本年１０月からの

介護保険の制度改正に伴い、介護保険事業特別会計への繰出金が計上されているものや平

成１６年度事業の精算に伴う返還金が計上されているものでございます。 

 障害者福祉費において、補助事業における他市施設の利用者に係る負担金が計上されて

いるものや、平成１６年度事業の精算に伴う返還金が計上されているものでございます 

 衛生費において、焼却場２号炉のバグフィルター破損の改修に要する経費が計上されて

いるものでございます。 

 次に、教育費では、社会教育施設費において、中関学習等供用会館の空調設備の改修に

要する経費が計上されているものでございます。 

 審査の過程における主な質疑につきましては、「公民館の空調設備の耐用年数の状況は

どのようになっているのか。また、焼却場のバグフィルターの耐用年数は何年なのか」と

の質疑に対し、「１５カ所の公民館の空調設備につきましては、既に耐用年数を経過して

おります。これらの改修につきましては、防衛施設整備等の基準により行わなければなら

ないところもありますので、今後、計画的に取り組むよう努めてまいります。また、焼却

場のバグフィルターのろ布につきましては、耐用年数が４年から５年とされておりまして、

平成１３年３月の使用開始以来、最初の改修でございます」との答弁がございました。 

 これに対して、「設備の改修に要する経費については、今後、年度途中で補正をするこ

とのないよう年次計画に基づき、当初予算で計上をしていただきたい」との要望がござい

ました。 

 審査を尽くしたところでお諮りいたしましたところ、全員異議なく原案のとおり承認し

た次第でございます。 

 以上、御報告申し上げますので、よろしく御審議のほどお願いいたします。 

○議長（久保 玄爾君） 次に、経済委員長の報告を求めます。１４番、安藤議員。 
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〔経済常任委員長 安藤 二郎君 登壇〕 

○１４番（安藤 二郎君） 議案第９１号平成１７年度防府市一般会計補正予算（第

３号）中、経済委員会所管事項につきまして、去る９月２１日、委員会を開催し、審査い

たしましたので、その経緯と結果について御報告申し上げます。 

 今回の補正の主なものといたしましては、農林水産業費の農業費において、県補助事業

の組み替えを行っているもの及び農地費において、農免農道の整備事業等に対する県事業

負担金を計上しているもの。また、商工費において、株式会社周防夢座が行う再開発ビル

の保留床取得等についての事業費の補助金が計上されているもの等でございます。 

 当委員会といたしましては、特段御報告申し上げる事項もなく、執行部の説明を了とし

全員異議なく原案のとおり承認した次第でございます。 

 以上、御報告申し上げますので、よろしく御審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（久保 玄爾君） 次に、建設委員長の報告を求めます。２２番、大村崇治議員。 

〔建設常任委員長 大村 崇治君 登壇〕 

○２２番（大村 崇治君） 議案第９１号平成１７年度防府市一般会計補正予算（第

３号）中、建設委員会所管事項につきまして、去る９月２２日に委員会を開催し、審査い

たしましたので、その経緯と結果について御報告申し上げます。 

 今回の補正の主なものといたしまして、歳出につきましては、土木費の道路橋梁費にお

いて、神里上河原線の橋げたの補修経費が計上されているものでございます。また、都市

計画費の公共下水道費において、補助内示により事業費が増額となるため、これに伴う公

共下水道事業特別会計への繰出金が計上されているものでございます。 

 委員会といたしましては、執行部の説明を了とし、全員異議なく原案のとおり承認いた

した次第でございます。よろしく御審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（久保 玄爾君） ただいまの各常任委員長報告に対し、一括して質疑を求めます。 

〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（久保 玄爾君） 質疑を終結して討論を求めます。 

〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（久保 玄爾君） 討論を終結してお諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第９１号については、各常任委員長の報告のとおり、これを可決することに御異

議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（久保 玄爾君） 御異議ないものと認めます。よって、議案第９１号については、

原案のとおり可決されました。 
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───────────────────────────────────────── 

議案第９２号平成１７年度防府市競輪事業特別会計補正予算（第１号） 

（総務委員会委員長報告） 

議案第９３号平成１７年度防府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

議案第９５号平成１７年度防府市駐車場事業特別会計補正予算（第１号） 

議案第９６号平成１７年度防府市交通災害共済事業特別会計補正予算（第１号） 

議案第９７号平成１７年度防府市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

（以上教育民生委員会委員長報告） 

議案第９４号平成１７年度防府市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

（建設委員会委員長報告） 

○議長（久保 玄爾君） 議案第９２号から議案第９７号までの６議案を一括議題といた

します。まず総務委員会に付託されておりました議案第９２号について委員長の報告を求

めます。２０番、河杉議員。 

〔総務常任委員長 河杉 憲二君 登壇〕 

○２０番（河杉 憲二君） さきの本会議におきまして、総務委員会に付託となりました

議案第９２号平成１７年度防府市競輪事業特別会計補正予算（第１号）につきまして、去

る９月２１日、委員会を開催し、審査いたしましたので、その経緯と結果について御報告

申し上げます。 

 今回の補正の内容といたしましては、歳入では平成１６年度決算に基づき繰越金を減額

し、歳出では選手宿泊費が開催経費扱いとなったことに伴い、報償費から委託料に組み替

えを行うとともに、全体の収支差を予備費で調整しているものでございます。 

 委員会といたしましては、特に御報告申し上げる質疑もなく、執行部の説明を了とし、

全員異議なく原案のとおり承認した次第でございます。 

 以上、御報告申し上げますので、よろしく御審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（久保 玄爾君） 次に、教育民生委員会に付託されておりました議案第９３号、

議案第９５号、議案第９６号、議案第９７号について委員長の報告を求めます。１５番、

藤野議員。 

〔教育民生常任委員長 藤野 文彦君 登壇〕 

○１５番（藤野 文彦君） ただいま議題となっております議案第９３号、議案第９５号、

議案第９６号及び議案第９７号の４議案につきまして、去る９月２２日、教育民生委員会

を開催し、審査いたしましたので、その経緯と結果について御報告申し上げます。 

 今回の補正につきまして、最初に議案第９３号平成１７年度防府市国民健康保険事業特
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別会計補正予算（第１号）につきましては、平成１６年度決算に基づき、歳入では前年度

繰越金を計上し、歳出において同額が予備費として計上されているものでございます。 

 審査の過程における主な質疑につきましては、「平成１６年度決算に基づくと、繰越金

が約２億２５０万円、平成１６年度末の基金の残額が３億５，０００万円、合わせて約

５億５，０００万円、金額的に余裕が出ている。平成１７年度については、国保料の値上

げを行っているが、今後の見通しはどうなのか」との質疑に対し、「医療費については依

然として増加傾向にありますので、ある程度基金を確保しておく必要があると考えており

ます」との答弁がございました。 

 これに対し、「予算計上する上で、インフルエンザ等の大きな流行がない限り、正確な

見通しの上に新年度予算を編成してほしい」との要望もございました。 

 次に、議案第９５号平成１７年度防府市駐車場事業特別会計補正予算（第１号）及び議

案第９６号平成１７年度防府市交通災害共済事業特別会計補正予算（第１号）につきまし

ては、平成１６年度決算に基づき、歳入では前年度繰越金を計上し、歳出において同額が

予備費として計上されているものでございます。 

 次に、議案第９７号平成１７年度防府市介護保険特別会計補正予算（第１号）につきま

しては、平成１６年度決算に基づき、歳入では繰越金を計上するとともに、歳出において

は基金積立金、国庫負担金及び支払基金交付金の返還金が計上されているものでございま

す。 

 また、本年１０月からの介護保険の制度改正に伴い、歳入では、国庫負担金、支払基金

交付金及び繰越金を計上するとともに、歳出においては、施設サービスにおける所得の低

い方への利用者負担の軽減を図るための経費が計上されているものでございます。 

 審査を尽くしたところでお諮りいたしましたところ、当委員会といたしましては、４議

案とも執行部の説明を了といたしまして、全員異議なく、原案のとおり承認した次第でご

ざいます。 

 以上、当委員会に付託されました特別会計補正予算の４議案について御報告申し上げま

すので、よろしく御審議のほどお願いいたします。 

○議長（久保 玄爾君） 次に、建設委員会に付託されておりました議案第９４号につい

て委員長の報告を求めます。２２番、大村議員。 

〔建設常任委員長 大村崇治君 登壇〕 

○２２番（大村 崇治君） 議案第９４号平成１７年度防府市公共下水道事業特別会計補

正予算（第１号）につきまして、去る９月２２日に委員会を開催し、審査いたしましたの

で、その経緯と結果について御報告申し上げます。 
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 今回の補正は、補助事業の内示決定等に基づくもので、歳入では、国庫支出金、繰入金

及び市債が、歳出では、工事請負費等が計上されているものでございます。 

 また、工事請負業者の倒産に伴う工事施工箇所の管理経費が計上されているものでござ

います。 

 委員会といたしましては、特に御報告申し上げる質疑等もなく、執行部の説明を了とし、

全員異議なく、原案のとおり承認いたした次第でございます。よろしく御審議のほどお願

い申し上げます。 

○議長（久保 玄爾君） ただいまの委員長報告に対し、一括して質疑を求めます。 

〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（久保 玄爾君） 質疑を終結して一括して討論を求めます。 

〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（久保 玄爾君） 討論を終結してお諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第９２号から議案第９７号までの６議案については、関係各常任委員長の報告の

とおり、これを可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（久保 玄爾君） 御異議ないものと認めます。よって、議案第９２号から議案第

９７号までの６議案については、原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────── 

報告第２９号平成１６年度防府市一般会計継続費精算報告について 

○議長（久保 玄爾君） 報告第２９号を議題といたします。理事者の補足説明を求めま

す。市長。 

〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君） 報告第２９号平成１６年度防府市一般会計継続費精算報告につ

いて御説明申し上げます。 

 本案は、平成１４年１２月定例市議会におきまして、継続費の設定をいただきました大

道駅整備事業外３事業の継続年度が終了いたしましたので、地方自治法施行令第１４５条

第２項の規定により御報告申し上げるものでございます。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（久保 玄爾君） 本案に対する質疑を求めます。 

〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（久保 玄爾君） 以上で、報告第２９号を終わります。 

───────────────────────────────────────── 

認定第２号平成１６年度決算の認定について 

─ 212 ─ 



 

○議長（久保 玄爾君） 認定第２号を議題といたします。理事者の補足説明を求めます。

市長。 

〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君） 認定第２号平成１６年度決算の認定について御説明申し上げま

す。 

 この決算は地方自治法第２３３条第３項の規定によりまして、監査委員の意見を付して

議会の認定をいただくものでございます。なお、地方自治法第２４１条第５項の規定によ

りまして、定額基金の運用状況を示す書類及びこれに対する監査委員の意見書をあわせて

提出いたしております。 

 また、決算の各部門における主要な施策の成果を説明する書類も資料として配付いたし

ておりますので、ごらんいただきますようお願い申し上げます。 

 決算の概要を申し上げますと、一般会計におきまして、予算現額４０８億３，２３１万

１，９５１円に対しまして、収入済額は４０２億７，２７０万７，０１６円、支出済額は

３８２億７，５４０万８，４２９円と相なり、歳入歳出差引額は１９億９，７２９万

８，５８７円の歳入増となりますが、繰越明許費及び継続費繰越金として翌年度へ繰り越

すべき財源が１億２，６０５万７，０２３円必要となるため、実質収支で１８億

７，１２４万１，５６４円の黒字決算となっております。 

 しかしながら、引き続き厳しい状況にあることを十分に認識し、効率的な行政運営と財

政の健全化になお一層の努力を傾注してまいる所存であります。 

 次に、特別会計でございますが、まず競輪事業特別会計につきましては、予算現額

１１６億８，１４４万６，０００円に対しまして、収入済額は１１５億９，５５２万

７，７０９円、支出済額は１１５億１，８５３万６，５７４円と相なり、歳入歳出差引額

７，６９９万１，１３５円を翌年度へ繰り越しているものでございます。 

 次に、国民健康保険事業特別会計でございますが、予算現額９７億２，３０８万

８，０００円に対しまして、収入済額は９６億７，２９２万８，５７１円、支出済額は

９４億７，０３６万５４２円と相なり、歳入歳出差引額２億２５６万８，０２９円を翌年

度へ繰り越しているものでございます。 

 次に、索道事業特別会計でございますが、予算現額１億８２６万円に対しまして、収入

済額、支出済額とも１億７８万９，０１６円と相なり、歳入歳出差引額はゼロとなってお

ります。 

 次に、と場事業特別会計でございますが、予算現額１，２７３万４，０００円に対しま
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して、収入済額、支出済額とも１，１７９万８，８９８円と相なり、歳入歳出差引額はゼ

ロとなっております。 

 次に、青果市場事業特別会計でございますが、予算現額１億５，４６０万３，０００円

に対しまして、収入済額、支出済額とも１億５，１３０万４，７６０円と相なり、歳入歳

出差引額はゼロとなっております。 

 次に、同和地区住宅資金貸付事業特別会計でございますが、予算現額２億３，１２８万

６，０００円に対しまして、収入済額は４，３７９万９，０４６円、支出済額は２億

３，１１２万１，４２８円と相なり、差引不足額１億８，７３２万２，３８２円を翌年度

歳入から繰上充用いたしております。 

 次に、土地取得事業特別会計でございますが、予算現額４１８万８，０００円に対しま

して、収入済額、支出済額とも４０３万３，９１７円と相なり、歳入歳出差引額はゼロと

なっております。 

 次 に、公共下水道事業特別会計でございますが、予算現額５９億４，５９９万

８，８４０円に対しまして、収入済額は４２億８，１４８万５２５円、支出済額は５２億

３，９２７万４，６７７円と相なり、差引不足額９億５，７７９万４、１５２円と繰越明

許費として翌年度へ繰り越すべき財源の７，０３２万６，０００円を合わせた１０億

２，８１２万１５２円を翌年度歳入から繰上充用いたしております。 

 次に、駐車場事業特別会計でございますが、予算現額２，７１２万４，０００円に対し

まして、収入済額は２，７６８万９，９０２円、支出済額は１，０７４万４０円と相なり、

歳入歳出差引額１，６９４万９，８６２円を翌年度へ繰り越しているものでございます。 

 次に、交通災害共済事業特別会計でございますが、予算現額２，１３１万８，０００円

に対しまして、収入済額は２，０１１万３，５４０円、支出済額は１，６５０万

１，１６６円と相なり、歳入歳出差引額３６１万２，３７４円を翌年度へ繰り越している

ものでございます。 

 次 に、老人保健事業特別会計でございますが、予算現額１２３億９，３７８万

１，０００円に対しまして、収入済額は１１９億７，５９１万４，８６５円、支出済額は

１２１億１，２９１万５，８５１円と相なり、差引不足額１億３，７００万９８６円を翌

年度歳入から繰上充用いたしております。 

 最 後に、介護保険事業特別会計でございますが、予算現額６８億４，８０６万

２，０００円に対しまして、収入済額は６７億７，５１３万５，９４９円、支出済額は

６６億９，０１４万３，８５８円と相なり、歳入歳出差引額８，４９９万２，０９１円を

翌年度へ繰り越しているものでございます。 
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 以上、一般会計及び特別会計、それぞれの決算概要を簡単に御報告申し上げましたが、

先ほど申し述べましたように監査委員の審査意見書、その他関係附属書類をお届けいたし

ておりますので、よろしく御審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（久保 玄爾君） 本件に対する質疑を求めます。 

〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（久保 玄爾君） 質疑を終結してお諮りいたします。本件については、なお審査

の要があると認めますので、１４名の委員をもって構成する一般・特別会計決算特別委員

会を設置し、同委員会に付託の上、閉会中の継続審査といたしたいと思いますが、御異議

ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（久保 玄爾君） 御異議ないものと認めます。よって、認定第２号につきまして

は１４名の委員をもって構成する一般・特別会計決算特別委員会を設置し、これに付託の

上、閉会中の継続審査とすることに決定いたしました。 

 これより一般・特別会計決算特別委員会の委員を防府市議会委員会条例第８条第１項の

規定により、次のとおり御指名申し上げます。事務局長より報告いたさせます。 

○議会事務局長（檜垣 健次君） 御報告いたします。敬称は省略させていただきます。 

 安藤議員、伊藤議員、今津議員、大村議員、河杉議員、木村議員、髙砂議員、田中健次

議員、田中敏靖議員、弘中議員、藤野議員、松村議員、三原議員、山根議員、以上の

１４名でございます。 

○議長（久保 玄爾君） ただいま報告いたしましたとおり、一般・特別会計決算特別委

員にそれぞれ御指名いたしたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（久保 玄爾君） 御異議ないものと認めます。よって、一般・特別会計決算特別

委員には、ただいま御指名いたしました方々を選任いたすことに決しました。 

 ここで、特別委員会の正副委員長の互選をお願いいたします。委員会開催のため、暫時

休憩をいたします。 

 なお、委員会の開催場所は１階の議会運営委員会室ですので、よろしくお願いいたしま

す。 

午前１０時５４分 休憩 

───────────────────────────────────────── 

午前１１時 ６分 開議 

○議長（久保 玄爾君） 休憩を閉じて、会議を再開いたします。 
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───────────────────────────────────────── 

○議長（久保 玄爾君） 休憩中に委員会が開催され、正副委員長が選出されましたので、

御報告いたします。委員長には弘中議員、副委員長には伊藤議員、以上でございます。 

───────────────────────────────────────── 

常任委員会の閉会中の継続調査について 

○議長（久保 玄爾君） 次に、常任委員会の閉会中の継続調査についてをお諮りいたし

ます。 

 各常任委員長から委員会において調査中の所管事務について防府市議会会議規則第

１０２条の規定により、お手元に配付いたしております申し出書のとおり、閉会中の継続

調査の申し出がありました。各委員長からの申し出のとおり閉会中の継続調査に付するこ

とに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（久保 玄爾君） 御異議ないものと認めます。よって、各常任委員長からの申し

出のとおり、閉会中の継続調査に付することに決しました。 

───────────────────────────────────────── 

議員派遣について 

○議長（久保 玄爾君） 次に、議員派遣についてお諮りいたします。 

 地方自治法第１００条第１２項及び防府市議会会議規則第１５７条の規定により、お手

元に配付いたしておりますとおり議員を派遣することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（久保 玄爾君） 御異議ないものと認めます。よって、お手元に配付いたしてお

りますとおり議員を派遣することに決しました。 

───────────────────────────────────────── 

○議長（久保 玄爾君） 以上をもちまして、今期定例会に付議されました案件はすべて

議了いたしました。これをもちまして、平成１７年第３回防府市議会定例会を閉会いたし

ます。お疲れさまでした。 

午前１１時 ７分 閉会 

───────────────────────────────────────── 

  地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

   平成１７年９月２９日 

 

               防府市議会議長   久 保 玄 爾 
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               防府市議会議員   髙 砂 朋 子 

 

               防府市議会議員   行 重 延 昭 
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